

















































































































































































































































































































約 43 分）を取り上げた。DVD は、冒頭の約 25
分間を鑑賞した。また金泰九氏は、国立ハンセン
病資料館の展示室 3「生き抜いた証」証言コーナー
内でも証言映像があり、視聴することができる。
そのため学生には、国立ハンセン病資料館は本大
学とも近いこともあり、自らも足を運ぶよう促し
た。
　以上の講義を通して学生には、歴史は過去を学
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ぶことで、我々の現在、さらには未来を考えるア
プローチであることを学んでもらった。
　最後に、ハンセン病のことを考える一つの視点
として、辻は天皇制との関係に注目した。
　1920 年代に優生思想にもとづく「民族浄化」
がすすめられ、1936 年にハンセン病「20 年根
絶計画」にもとづいて無癩県運動が提唱されると、
皇太后（大正天皇の后）は療養所長と定期的に懇
談するとともに、下賜金を出し、絶対隔離政策を
支援した。その効果は、天皇の赤子（せきし）と
してふさわしい行動をとることが求められていた
戦前の天皇中心家族主義国家では大きかった。
　このような歴史があるにもかかわらず、元患者
の方からハンセン病患者の差別に天皇制が加担し
たという発言が出ることはほとんどない。それは
なぜだろうか。元患者の方は天皇制と隔離政策に
はつながりがないと思っておられるのか、それと
もつながりがあると思っている人でも、それを発
言すると当事者運動の足並みが揃わなくなるから
控えているのだろうか。その理由はどうであれ、
元患者が語らない視点も学ぶ必要があるのではな
いだろうか。
　著書や論文、インターネットでの発言では、研
究や社会運動の立場から、ハンセン病と天皇制を
めぐる議論がなされている。そこでは一方に、天
皇制がハンセン病問題に深刻な影を落としたとし
て、徹底的に追及しなければならないという立場
があり、他方で、ハンセン病に心を寄せてきた皇
族を讃えようという立場がある。そして、その中
間的な立場もある。また、天皇がハンセン病療養
所を訪問した際の報道の仕方には偏りがあるので
はないかとの指摘もある。報道では、しゃがみ込
んで元患者の手を取り、苦労を察する天皇・皇后
と、それに感動する元患者の姿がクローズアップ
されるが、それでは隔離政策の本質が見えなくな
るのではないかと指摘されている。
　同様の姿は、被災地やかつての戦地を天皇・皇
后が訪問した時にも見られる。そこでは、犠牲に
なった人に心を寄せているというメッセージが含
まれているものの、政治の権限をもたない現在の
天皇制のもとでは、何らかの解決をはかる道筋は
示されない。それはまるで、犠牲になった人たち
を納得させるシステムのようにも見える。
　今日の日本社会はいくつかの犠牲の上に成り
立っている。多くの基地を押しつけられている沖
縄や原発被害の中にある福島はその典型だが、安
全保障法制の下で、新たな犠牲が生まれる可能性
がある。日本国民の象徴が心を寄せてくれるが、
政治的には何も変わらないということがあっては
いけないのではないだろうか。ハンセン病をめぐ
る問題に学びながら、そのようなことも考える必
要があるのではないだろうか。
　以上のように、初年次教育としての必修科目「教
養基礎演習」では担当の教員が、それぞれの専門
分野を紹介しながら、学問研究というものに初め
て触れる一年生に、全生園でのオリエンテーショ
ンをきっかけとして、ハンセン病と人権の問題を
様々な研究方法、様々な視点を提供している。こ
れは、あらゆる学問分野が関連していることを示
し、それらが影響し合いながら人の差別意識や過
ちに気づくことの重要性を説いていこうとする試
みである。幅広い視野に立ち、ひとつの事象を多
角的にみること、ひとつの事象を深く分析するこ
とを通して、人間の本質や、真理を探究する姿勢
を学んでもらいたいと考えている。
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